
 

 「お母さんはすぐ勉強しろと怒る！担任はしつこくシュ

ートクやれ、進路！と言ってくる！あぁ～うるさい！」「大

人（先生・親）はうるさぁ～い！！」等と思っている人も

たくさんいるでしょう。提出物を出せ！自学出せ！期限守

れ！毎日毎日教室や家で言われていることですよね。 

 大人（先生や親）はなぜうるさいのか？ 

それは、大人だからです！今まで生きてきて、提出物を出

さない、期限を守らない、やるべきことをやらない人が、

どうなっていったかをたくさん見てきたからです。または、できなかった自分が、どんな

痛い目にあったか知っているからです。君たちは子供だから実感できないかもしれません

が、義務教育ではなくなった高校や社会に出れば通用しないこ

とを、君たちは平気でやっています。痛い目に合わずに済むよ

うに言っているつもりです。うるさいでしょう！これからも言

い続けます。言われなくてもできる自分（大人）になってくだ

さい！ 

 

 ６月中旬から中体連の糟屋区大会が本格化し、筑前地

区大会も７月中旬ですべて終了します。なかには、大会

が終り引退をする人も出てきています。どうですか？今

まで 2 年と少し打ち込んできたものを失った気分は？そ

ういうのを喪失感といいます。部活動に必死で打ち込ん

できた人ほど、大きな穴が心にあいていると思います。

でも、ここからが大切です。頑張って切り替えてください。喪失感にとらわれていては、

3 年の大切な夏休みを乗り越えられません。運動できなくてイライラすることもあるでし

ょう。時間を持て余すかもしれません。私も経験があります。私はそういうときは、顧問

の先生に頼んで、部活に参加しました。選手として引退したことを実感できたし、汗をか

いてすっきりできました。解消法は人それぞれだとは思いますが、これを乗り越えて、こ

れから来る夏休みを充実したものにして下さい。 

 

 

 ６月２９日（木）に高校の出前授業が行われます。事前に希望調査を行い私立と公立の

受けたい高校を選びました。授業をされるのは高校の先生方です。授業の中からその高校

の雰囲気を読み取ってください。もちろん授業だけではなくその高校の特徴や、今後の中

学校生活を、どのように過ごせばよいかなどのアドバイ

スもいただけると思います。事前に質問を考える時間も

ありますので、積極的に質問をしてください。 

 

 

 ７月１０日（月）から２０日（木）にかけて、三者面

談が始まります。４月の分析テストや前期中間テストの結果・進路希望調査をもとに、進

路についての具体的な相談、また今年の夏休みをどのように過ごすべきかを話し合うこと

になります。面談の前に、担任の先生・おうちの方としっかり話をしておいてください。

そしてしっかりした決意や目標をもって、夏休みを迎えることができるような有益な面談

にしましょう。 

 

 体験入学の申し込みが始まっていますが、本年度からネ

ットでの申し込みになり、どのくらいの生徒が申し込んで

いるのかわかり辛い面があります。特に夏休み中の公立高

校の体験入学の申し込みはこれからがピークになります。

以前にも話した通り、ほとんどの公立高校は夏休みで体験

入学は終了してしまいます。進路通信で必ず確認して気に

なる学校についてはぜひ申し込みをしてください。 
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